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１. 今年度の目標            

・ 「防災」について楽しく学び、「おとめ隊だからこそ」できることは何かを考え、 

楽しみながら普及・啓発活動にとりくむ。 

・ 防災意識を日々の業務や生活に取り入れ、職員一人ひとりが災害時の業務を把握し、 

全職員が防災（備蓄）マスターになれることを目指す。 

２. 活動体制              

第 1２期生 メンバー構成 ⇒ ４人交代 

No. 担 当 所 属 氏 名 備 考 

１ リーダー 建設経済部産業観光課 松岡 未祥  

２ サブリーダー 市民生活部生活環境課 田中 美統子  

３ メンバー 健康福祉部ふくし課 末澤 奈菜子  

４ 〃 市民生活部人権課 山田 知恵  

５ 〃 健康福祉部けんこう課 髙橋 咲紀 新規 

６ 〃 健康福祉部ふくし課 横田 幸祐  

7 〃 市民生活部市民課 川田 咲季 新規 

8 〃 健康福祉部けんこう課 佐藤 眞利子 新規 

9 〃 健康福祉部ふくし課 三好 尚紀  

10 〃 総務部総務課 小野 詩織  

11 〃 総務部危機管理課 米谷 伽奈子 事務局/新規 

 

 



4 

 

3. 活動内容               

 

活 動 日 程 主な内容 備 考 

任命式 

第 1 回会議 
R7.6.2 

・リーダー、サブリーダーの選出 

・活動方針や年次計画の決定 
 

第２回会議 R7.6.24 

・年度目標の決定 

・今年度の活動内容について 

・新規採用職員研修について 

・新規メンバー研修について 

 

新規メンバー研修 R7.7.3 ・香川県防災センター体験  

第 3 回会議 R7.7.15 ・新規採用職員研修について  

第４回会議 R7.8.4 
・新規採用職員研修について 

・坂出市震災対策防災訓練について 
 

職員防災研修 

（新規採用職員） 
R7.8.20 

・坂出市の被害想定 

・市役所職員の備え 
参加者：14 名 

第５回会議 R7.8.20 

・新規採用職員研修について（反省） 

・避難所担当職員研修について 

・坂出市震災対策防災訓練について 

 

第６回会議 R7.9.5 
・避難所担当職員研修について 

・避難所運営ゲーム HUG 実施 
 

第７回会議 R7.10.6 

・避難所担当職員研修について 

・坂出市震災対策防災訓練について 

・防災ミッケについて 

 

坂出市震災対策防災訓練 

（加茂地区） 
R7.11.9 

・避難所設営訓練 

・家具類転倒防止対策 
 

職員防災研修 

（避難所担当職員） 
R7.11.13 

・避難所担当職員研修 

 坂出市避難所運営マニュアルについて 

 避難所運営ゲーム HUG 

参加者：22 名 

第 8 回会議 R7.11.21 

・避難所担当職員研修について（反省） 

・防災ミッケについて 

・防災フェスタについて 

 

リレー防災みらいサロン 

防災ミッケ in さかいで 
R7.11.23 ・電気を使わない避難所体験  

令和７年度活動一覧 
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活 動 日 程 主な内容 備 考 

第 9 回会議 R7.12.22 
・防災フェスタについて 

・防災食調理会について 
 

第 10 回会議 R8.1.13 
・防災フェスタについて 

・防災食調理会について 
 

防災食調理会 R8.1.30 
・職員へ啓発（インフォメーション掲載） 

・防災食調理・試食 
 

防災フェスタ(おとめ隊の日) R8.1.31 
・体験型１３１（ぼうさい）ゲーム 

 「おとめ隊からの挑戦状！」 
 

第 11 回会議 R8.2.18 
・防災フェスタについて（反省） 

・次年度の課題検討 
 

第 12 回会議 R8.3.17 ・市長報告について  

市長報告 R8.3.24 ・令和 7 年度活動報告  

 

 

 

  



6 

 

 

 
 

 

    平成 28 年度から継続し、新規採用職員を対象に職員としての災害時における対応や職場におけ

る備えについて伝えることで、災害時の対応力の底上げを図ることを目的とし、研修を実施しました。 

令和 2 年度から取り入れたグループワークにおいては、活発な意見交換があり、自分に必要なも

のを考え、実際に備えることまでつなげることができました。 
 

 

〇 対 象  

  令和 7 年度新規採用職員 

（市立病院（庶務・医事課除く）・消防除く） 

〇 内 容  

・南海トラフ地震について（坂出市の被害想定） 

・坂出市における過去の台風および集中豪雨の対応 

・職員の実際の備え紹介 

・職員用１３１（ぼうさい）カード（参集基準の確認） 

・グループワーク（自分に必要な備えについて） 
 

 

研修後のアンケートの一例 

「なんとなく自分は大丈夫だろう」という意識を改善できた。備えは大事！と思っていても、

何をすればいいか分からなかったのが明確になったので、職場でも自宅でも備えていきたい。 

 

 
 

避難所運営マニュアルに基づき、大規模災害時の避難所運営について、避難所担当職員に周知す

ることを目的として実施しました。今年度も昨年度同様、避難所運営ゲーム HUG の実践と組み合

わせたことで、より状況を想像しやすく、理解を深めることができました。 

〇 対 象  

  避難所担当課職員 

〇 内 容  

・避難所運営における初動対応等の例 

・避難所運営ゲーム HUG 

・活動班ごとの説明 

・振り返り（HUG の反省） 

研修後のアンケートの一例 

・HUG にて避難所対応での迷いや気づきを発見することができ、本当に避難所が開設されたら…

と以前よりも自分ごととして捉えることができた。 

・研修を受ける前と後では、出来る事、見通しがまるで違うと思いました。毎年参加したいです。 

新規採用職員研修（R7.8.20） 

避難所担当職員研修（R7.11.13） 
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南海トラフ地震を想定し、初動対応における「自助・共

助」「公助」の一連の応急対策や、防災関係機関の連携強

化、住民の地域防災力の向上を目的として毎年市で実施し

ている「坂出市震災対策訓練」に、本年度初めて参加しま

した。 

当日は雨天のため体育館での実施となりましたが、避

難所設営訓練の補助、家具類転倒防止対策展示を担当し、

女性の視点を活かした補助を行うことで、多様なニーズ

に対応した訓練となりました。 

市民のかたと直接関わりながら訓練に参加したこと

で、発災直後の混乱状況における初動対応の難しさや課

題を体感するとともに、今後の活動に活かすべき視点を

得ることができました。 

 

 

 

株式会社トレーニングレース・ジャパンが主催し、避難所運営の質の向上強化と災害時に必要な知識を

楽しみながら習得することを目的として、交流の里おうごしで開催されたリレー防災みらいサロン「防災

ミッケ in さかいで」に参加しました。 

電源カーを使用した「電力を活かした避難所」と、「電力を使わない避難所」の両方を体験し、避難所生

活に関する知識を楽しみながら習得するイベントを通じて、おとめ隊メンバーもあらためて、災害時にお

ける生活環境維持の重要性を勉強することができました。 

おとめ隊では、「電気を使わない避難所体験」として、災害用伝言ダイヤル体験、携帯トイレ体験を担当

しました。安否確認の手段を知ることの重要性や、災害時のトイレ問題の深刻さ、防災を日常に取り入れ

ることの大切さを実感していただけたイベントとなりました。 
 

 

  

リレー防災みらいサロン「防災ミッケ in さかいで」（R7.11.23） 

坂出市震災対策訓練（加茂地区）（R7.11.9） 
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  今年度で 12 回目となる防災フェスタを、１月 31 日「おとめ隊の日」に勤労福祉センターで開催しまし

た。好評につき、今年度も体験型１３１（ぼうさい）ゲーム「おとめ隊からの挑戦状！」を実施しました。    

こどもから大人まで、幅広い世代の市民のかたにご参加いただき、楽しみながら防災について学んでい

ただけるイベントとなりました。今後も継続して開催したいと考えております。 
 

 

・日 時：令和８年 1 月 31 日（土）おとめ隊の日 

10：00 から 12：00 

・場 所：勤労福祉センター 

・内 容：● 防災のお話 

●ゲーム 

・ シーン１：正しい避難行動クイズ 

・ シーン２：津波発生時の避難場所クイズ 

・ シーン３：新聞紙スリッパの作成＆使用 

・ シーン４：災害用伝言ダイヤル 

・ シーン５：簡易トイレ 

・ シーン６：手洗いチェッカー 

     ● ゲーム解説 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 防災フェスタ 「おとめ隊からの挑戦状！」 
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  メンバー内アンケートで複数挙がった意見を踏まえ、

防災食を「備えるだけでなく活用する」視点を養い、家

庭にあるものと組み合わせた具体的な活用方法を検証す

ることを目的に、防災食の調理、試食会を実施しました。 

今回は少ない材料で手軽においしく作れる、調理用ポ

リ袋を活用した蒸しパン、じゃがりこで作るポテトサラ

ダ、冷凍うどんを自然解凍させて作るツナうどんを調理

しました。家庭にあるものでも工夫次第で災害時に活用

できることを実感しました。 

今後もレパートリーを増やしながら実践を重ね、「災

害時にもあたたかくておいしいごはんが食べられる」と

いう大切さを、職員および市民のかたへの啓発活動へと

発展させていきたいと考えます。 

 

 

 

 

 
 

５月号から 3 月号の「防災はじめの一歩」をおとめ隊にて担当しました。 

家庭において、防災を日常に取り入れてもらえるような内容を情報発信しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報活動 

市広報誌「広報さかいで」掲載 

 

防災食調理会（R8.1.30） 

▼５月号 ▼６月号 

▼8 月号 ▼7 月号 
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▼９月号 ▼10 月号 

▼11 月号 ▼12 月号 

▼1 月号 ▼2 月号 

▼3 月号 
その他

掲載 
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  災害時の避難所運営において男女共同参画の視点が求められていることから、市町職員や地域防災に携

わる方を対象とした、香川県男女参画・県民活動課主催の研修会「避難所の設置と運営―ジェンダーの視

点を踏まえて―」に参加しました。 

研修会では先行的な取りくみ事例として、さかいで１３１おとめ隊について発表し、発足のきっかけや

目的、メンバー構成、活動内容に加え、避難所運営マニュアルや１３１チェックリスト等の作成したもの

を紹介しました。 

不便を感じやすい避難所生活において、誰もがより過ごしやすい避難所生活を実現するには、多様な視

点に気付くことが重要であることを共有する機会となり、おとめ隊にとっても学びの多い、とても有意義

な研修となりました。 

研修後のアンケートの一例 

・災害時に男性だけでなく女性の立場でも備えていくことは大切なことだと思った。 

・「さかいで１３１おとめ隊のように、女性の自治体職員が積極的に防災に関わることについて必要だ

と思いますか」という質問に対し、「必要」「やや必要」と回答した割合は 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各種団体における講演・取材 

香川県男女参画・県民活動課「避難所の設置と運営―ジェンダーの視点を踏まえて―」 

」（R8.1.16） 

KBN おじゃま中継（R8.1.16） KSB News Park KSB（R8.3.10） 
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４. 成果・課題等             

今年度の大きな成果としては、防災フェスタにおいて体験型の防災ゲームを「おとめ隊の日」に実

施し、例年以上に多くの市民のかたにご参加いただいたことが挙げられます。参加者からは「防災に

ついて楽しく学べてよかった」「家族で防災について考える良いきっかけになった」などの声をいただ

き、手応えを感じる取組となりました。内容についても、改善を重ねることで大変充実したものとな

っており、より多くのかたに体験してもらうため、さらに改善をしながら今後も継続して実施してい

きたいと考えています。 

また、職員研修にも継続して取り組み、新規採用職員研修や避難所担当職員研修を実施しました。

研修後のアンケートにおいても「多くの学びがあった」「受けてよかった」との声が寄せられ、防災意

識の向上につながる機会となりました。 

一方で、おとめ隊の活動も 12 年目を迎え、市の防災訓練やイベントへの参加等、活動の幅が広がる

中で、通常業務との両立や体制のあり方について、引き続き工夫していく必要があります。 

今後も、メンバー一人ひとりが「防災」に関する知識・理解を深め、「さかいで１３１おとめ隊」だか

らこそできる取組を大切にし、無理のない形で継続・発展していきたいと考えております。 

 

 

５. 来年度の目標             

今後も「日常生活に防災を取り入れる」ことを念頭に、職員や市民に対して啓発活動を継続して 

行っていきます。また、継続して実施していることに加え、自分たちで必要なこと、やりたいこと 

を考え、実施まで行うことにより、より充実した活動にしていきたいと思います。 

・職員、市民への啓発活動（さかいで１３１カード、131 CHECK LIST の普及） 

・「職場の備え選手権 2026」の開催 

・防災フェスタ「おとめ隊からの挑戦状！」の実施 

 


